
















  This study from the criticism of the construction process of buildings in urban areas, and re-
interpret the rural community, originally theWhere life in, culture, brings out the charm, think 
about the architecture to become an opportunity to make a new connection.




















村、上木島平村の 3 村が合併 1 して誕生した。合併
当時は 8,400 人いた人口も、今は 4,942 人（国税調査、
2010 年）まで減少している。高齢化率は 32.2% で、
全国平均 22.1% 長野県平均の 25.5% を大きく上回っ
ている。
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風景的建築を語るために、私は「詩趣 poetry」なるモ
ノサシを導入しようと思う。ここでいう「詩趣」とは
無論類比【アナロジー】であるが、それは一つにはフォ
ルマリズム的な異化の作用を指して、そしていま一つ
にはレヴィ＝ストロースが「野生の」と呼んだような
世界との根源的な関わり方を指してそう呼ぶのであ
る。一見異なる方向性を持ったこれら二つの志向が、
「詩」という現象態のうちに合流しているのを認める。
ロシア・フォルマリズムは「詩的」言語と「日常的」
言語を区別する際、「異化 ostranenie」（シクロフス
キー）なる用語を用いた。意味内容【シニフィエ】の
伝達を主たる目的とし透明化した「日常的な」言語に
対して、「詩的」言語はそのような透明化に抗い、意
味作用を「遅延させ」、言語それ自体を「前景化」（ム
カジョフスキー）させる。
詩の前景化作用を担うのは、韻律や反復そして隠喩と
いった詩独自の形式を用いて増築の手法を考察する。
他方で、レヴィ＝ストロースが「詩的叡智」とよぶよ
うな意味での「詩趣」がある。レヴィ＝ストロースは
それを「野生の思考」の特徴として挙げている。「野
生の思考」は論理的一貫性を顧慮する抽象合理的思考
によってではなく、その都度の「現象」との立会いの
中で神話を創造する。ここに働くのが「詩的叡智」で
ある。その現象への関わり方は「即席に作り上げられ」
るものであり、彼はそれを指して「ブリコラージュ」
を農民の飾り気のない増築よくに感じる。
木島平村の風景
サンプリング模型
